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富
永
神
社
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
二
月
三
日
、

下
平
井
村
に
あ
っ
た
「
天
一
王
社
」
の
御
分
霊
を
勧
清

し
、
若
宮
と
し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。 

は
じ
め
は
「
牛
頭
天
王
社
（
天
王
様
）」
と
称
し
、
御

祭
神
は
「
牛
頭
天
王
」
で
し
た
。 

そ
の
後
、
明
治
元
年
太
政
官
布
告
（
神
仏
分
離
令
）
に

よ
り
、
仏
教
的
な
要
素
を
持
つ
「
牛
頭
天
王
」
は
、
神
社

で
は
使
わ
れ
ず
、
当
神
社
も
明
治
元
年
六
月
、「
富
永
神

社
」
と
改
め
ら
れ
、
御
祭
神
は
、「
須
佐
之
男
命
」
と
な

り
ま
し
た
。 

【
牛
頭
天
王
と
祇
園
祭
】 

 

「
牛
頭
天
王
」
は
、
神
仏
集
合
に
お
け
る
疫
病
除
け
の

神
で
、
釈
迦
生
誕
地
に
あ
る
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で
、
古

く
か
ら
疫
病
を
退
散
さ
せ
る
神
と
し
て
絶
大
な
信
仰
を

あ
つ
め
ま
し
た
。
本
地
垂
迹
説
に
お
い
て
は
、「
須
佐
之

男
命
」
が
同
一
の
神
の
異
な
る
姿
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

京
都
の
八
坂
神
社
を
総
本
社
と
す
る
祇
園
信
仰
は
、

疫
病
や
災
害
か
ら
人
々
を
守
る
力
が
あ
る
と
信
じ
ら

れ
、
各
地
の
神
社
で
同
様
の
祭
り
が
行
わ
れ
る
様
に
な

り
ま
し
た
。 

 

富
永
神
社
に
お
い
て
も
、
祇
園
祭
は
重
要
な
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。 

  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                        

 【
三
月
・
四
月
の
行
事
予
定
】 

【１】

日 

 

祭

礼

関

係

者

合

同

会

議 

※杜だよりへの皆様のご意見、ご提案、記事、写真等のご投稿をお待ちいたしております。 

富

永

神

社

例

大

祭 

令
和
八
年
度
の
、
富
永
神
社
例
大
祭
が
左
記
の
日

程
で
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

本
年
の
担
当
区
は
入
船
で
、
御
旅
所
は
、
新
城

小
学
校
の
校
庭
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 【
例
大
祭
日
程
】 

 十
月 

九
日
（
金
）「
各
地
区
安
全
切
願
」 

「
氏
子
入
り
他
御
祈
祷
」 

「
祭
礼
能
」 

十
月 

十
日
（
土)

「
殿
上
式
」 

「
奉
納
行
事
（
能
舞
台
）」 

「
神
輿
渡
御
」 

「
御
旅
所
神
事
」 

十
月
十
一
日
（
日
）「
練
り
込
み
宮
入
」 

「
や
ぐ
ら
宮
入
」 

「
煙
火
奉
納
」 

「
成
就
式
」 

八
月
一
日
（
土
）
午
後
七
時
三
十
分
よ
り
、
富
永

神
社
会
館
」
に
て
、
富
永
神
社
氏
子
総
代
会
、
各
区

の
氏
子
会
会
長
、
祭
礼
世
話
人
連
合
会
、
祭
礼
青
年

連
合
会
、
祭
礼
世
話
人
他
関
係
者
が
集
ま
り
「
令
和

八
年
度
・
富
永
神
社
例
大
祭
、
祭
礼
関
係
者
合
同
会

議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

富
永
神
社
氏
子
総
代
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、
各

地
区
の
役
員
紹
介
、
例
大
祭
日
程
、
各
区
の
奉
納
行

事
等
の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

例
大
祭
一
日
目
の
十
月
九
日
十
時
よ
り
、
「
富
永

神
社
・
氏
子
入
り
」
の
ご
祈
祷
を
斎
行
致
し
ま
す
。 

氏
子
入
り
を
さ
れ
て
い
な
い
お
子
様
や
、
当
地
域

に
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
の
お
申
し
込
み
を
お
待

ち
し
ま
す
。 

又
、「
厄
祓
い
」
の
ご
祈
祷
も
斎
行
致
し
ま
す
。
厄

年
の
方
や
、
お
祭
り
に
参
加
さ
れ
る
方
も
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。 

 

（
受
付
窓
口
）
富
永
神
社
会
館 

（
申
込
方
法
）
裏
面
、【
御
祈
祷
の
受
付
】
参
照 

（
玉

串

料
）
三
千
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
例

大

祭

ご

祈

祷

の

ご

案

内 
 

七
五
三
詣
り
斎
行
の
ご
案
内 

 

十
一
月
十
四
日
（
土
） 

十
一
月
十
五
日
（
日
） 

 
 

受
付
時
間 

午
前
八
時
半
～
十
一
時
半 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
十
二
時
半
～
一
時
半 

 
 
 
 
 

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 

受
付
場
所 

神
社
会
館 

初
穂
料 

 

ご
一
名
様
に
つ
き 

三
千
円 

 

社
殿
で
お
子
様
の
穏
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
ご

祈
祷
、
お
祓
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
授
与
品
（「
お

守
り
」「
福
笹
」「
千
歳
飴
」）
を
お
渡
し
し
ま
す
。 
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【２】

日 

 

【
御
祈
祷
の
受
付
】 

結
婚
式
、
安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
、
金
・
銀
婚
式
、

厄
年
祓
い
、
車
両
交
通
安
全
、
合
格
祈
願
、
作
業
安

全
祈
願
等
ご
祈
祷
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
ご
祈
祷

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
神
社
会
館
受
付
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

（
電
話
番
号
）
二
二―

一
九
六
九 

（
受
付
時
間
）
月
・
火
・
木
・
金
曜
日 

午
前
九
時
～
十
二
時
・
午
後
一
時
～
三
時 

（
御
祈
祷
料
）
五
千
円
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 

 

※
出
張
祭
典
の
場
合
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

※杜だよりへの皆様のご意見、ご提案、記事、写真等のご投稿をお待ちいたしております。 

金

婚

式

奉

告

祭 

七
月
十
六
日
（
木
）、
的
場
区
に
お
住
い
の
廣
瀬

様
と
鈴
木
様
の
金
婚
式
奉
告
祭
が
あ
り
ま
し
た
。 

仲
の
良
い
ご
夫
婦
同
士
で
、
ご
一
緒
に
神
前
で
お

祝
い
の
ご
奉
告
を
さ
れ
ま
し
た
。 

七
月
十
九
日
（
日
）

中
町
区
・
本
田
様
の

初
参
り
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

     

七
月
三
十
日
（
木
）

橋
向
区
・
日
置
様
の

初
参
り
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

  

初 参 り 

鈴木様  廣瀬様 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   ＊お神酒拝戴 
 
 
 
 
 
 
 

 

な
ご
し 

 
 

お
お
は
ら
え 

夏
越
し
の
大
祓
を
斎
行 

今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
年
分
の
穢
れ
を

落
と
し
、
残
り
半
年
の
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
「
夏

越
し
の
大
祓
」
が
、
七
月
十
一
日
午
後
五
時
十
五
分

よ
り
「
茅
の
輪
」
の
前
で
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

夏
目
宮
司
主
導
の
も
と
、
氏
子
総
代
会
・
各
区
氏

子
会
会
長
・
敬
神
婦
人
会
・
敬
神
奉
賛
会
の
皆
様
と

ご
一
緒
に
、
大
祓
詞
（
お
お
は
ら
え
こ
と
ば
）
奏
上

し
、
作
法
に
従
い
茅
の
輪
く
ぐ
り
を
行
い
ま
し
た
。 

祇

園

祭

を

斎

行 

「
夏
越
し
の
大
祓
」
を
斎
行
後
、
社
殿
内
に
移
動

し
て
、
疫
病
退
散
・
夏
病
み
防
止
・
水
難
除
け
、

等
を
祈
願
す
る
「
祇
園
祭
」
の
神
事
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。 

今
回
は
、
「
し
ん
し
ろ
ま
ち
な
か
散
策
を
楽
し

む
会
」
の
皆
様
（
笹
田
会
長
他
十
名
）
も
ご
参
列

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【祇園祭風景】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＊
金
婚
式
・
銀
婚
式
奉
告
祭
は
、
こ
れ
ま
で
の 

ご
奉
告
と
感
謝
を
神
様
に
捧
げ
、
ご
夫
婦
の 

円
満
と
健
康
長
寿
、
そ
し
て
ご
家
族
の
ご
健 

勝
を
お
祈
り
す
る
も
の
で
す
。 

皆
様
も
い
か
が
で
す
か
。 

 

【茅の輪作成風景】 

 


